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は
じ
め
に

　
本
稿
の
趣
旨
は
、
親
鸞
の
教
相
判
釈
、
い
わ
ゆ
る
二
双
四
重
の
教
判
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
筆
者
が
曖
昧
に
理
解
し
て
き
た
事
柄
に

関
し
て
の
確
認
お
よ
び
考
察
で
あ
る
。

　
教
相
判
釈
の
意
義
と
は
自
身
の
宗
と
な
る
経
の
優
位
性
の
表
明
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
そ
の
経
以
外
は
方
便
や
仮
門
と
の
判
断
を
す

る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
例
え
ば
天
台
宗
の
「
五
時
八
教

（
１
（

」
や
華
厳
宗
の
「
五
教
十
宗

（
２
（

」
と
い
っ
た
教
相
判
釈
に
見
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
さ
て
、
親
鸞
に
よ
る
教
相
判
釈
は
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』（
以
下
は
『
教
行
信
証
』、
各
巻
名
も
略
し
記
載
（

「
信
巻
」
菩
提
心
釈
、
横
超
断
四
流
釈
、「
化
身
土
巻
」
真
仮
分
判
釈
、『
愚
禿
鈔
』
上
・
下
巻
の
他
に
各
種
の
消
息
等
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
記
述
し
て
い
る
中
で
親
鸞
が
重
要
視
し
て
い
る
の
は
横
超
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
仏
説
無
量
寿
経
』（
以

下
『
大
経
』（
を
横
超
の
教
と
捉
え
て
、
こ
れ
を
真
実
と
教
示
し
て
い
る
。
ま
た
親
鸞
も
、『
大
経
』
以
外
の
経
は
方
便
で
あ
り
『
大
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双
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経
』
と
い
う
真
へ
導
く
た
め
の
、
い
わ
ば
手
段
や
道
路
と
定
義
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
在
の
真
宗
学
に
携
わ
る
者
の
多
く
が
以
上
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
一
方
で
、
親
鸞
が
「
信
巻
」
の
い
わ
ゆ
る
横
超
断
四
流
釈
に
お
い
て
は
、「
竪
超
は
大
乗
真
実
の
教
な
り

（
３
（

」
と
記
述
し
て
い

る
現
実
が
あ
る
。
現
在
、
筆
者
の
関
心
事
は
、
こ
の
記
述
に
よ
っ
て
親
鸞
が
横
超
以
外
の
教
で
あ
る
、
竪
超
の
経
を
真
実
と
認
識
し
て

い
た
か
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
期
し
た
い
。

　
本
稿
は
二
双
四
重
の
教
相
判
釈
解
釈
に
お
い
て
、
こ
の
考
察
に
至
る
ま
で
の
、
曖
昧
に
理
解
し
て
き
た
事
項
の
確
認
と
考
察
を
行

う
。
二
双
四
重
の
教
相
判
釈
は
筆
者
も
本
学
別
科
在
学
時
に
真
宗
学
の
講
義
で
学
ん
だ
こ
と
を
初
め
と
し
て
、
そ
の
後
い
く
つ
か
の
論

考
に
学
び
、
ま
た
講
演
会
筆
録
な
ど
で
も
良
く
目
に
す
る
重
要
な
鍵
語
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
口
に
曖
昧
と
言
う
も
の

の
、
な
お
ざ
り
に
し
て
き
た
事
柄
が
幾
つ
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
整
理
・
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
竪
超
に
つ
い
て
の
考
察
に
繋
げ
た

い
。

一
　
二
双
四
重
の
教
相
判
釈
の
確
認

　
本
稿
読
者
諸
氏
は
、
真
宗
学
の
基
本
的
な
事
項
は
す
で
に
了
解
済
み
で
あ
る
、
と
筆
者
は
憶
断
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
ご
く
初
歩
的

な
二
双
四
重
の
教
相
判
釈
の
説
明
は
『
教
行
信
証
』
の
解
説
本
や
先
行
研
究
に
任
せ
て
、
本
稿
で
は
不
要
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
ま

ず
は
、
こ
の
概
略
の
確
認
は
以
下
に
、
先
学
が
二
双
四
重
の
教
相
判
釈
を
図
式
化
し
た
、
二
図
を
引
用
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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竪
出

小
乗

漸
教
（
権
教
（

仏
教

竪

聖
道
門

権
大
乗

二
双
四
重

竪
超

実
大
乗

頓
教
（
実
教
（

横
出

要
門

漸
教
（
権
教
（

横

浄
土
門

（
真
門
（

横
超

弘
願

頓
教
（
実
教
（

「W
ik

iA
rc

二
双
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二
〇
二
二
年
二
月
二
一
日
閲
覧
）

当
巻

竪

竪
超

自
力
金
剛
心
、

菩
薩
大
心

・
・
・
即
身
是
仏
即
身
成
仏

等
之
証
果
也

難
行
聖
道
之
実
教
、
所
謂
仏
心
、

真
言
、
法
華
、
華
厳
等
之
教
也

愚
禿
鈔

竪
出

歴
劫
迂
回
之

菩
提
心

・
・
・
聖
道
歴
劫
修
行
之
証
也

難
行
道
、
聖
道
権
教
、
法

相
等
歴
劫
修
行
之
教
也

頓
教

横

横
超

願
力
回
向
之
信
楽

乃
至
横
大
菩
提
心
・
・
選
択
本
願
真
実
報
土

即
得
往
生
也

易
行
道
、
浄
土
本
願
真
実

之
教
大
無
量
寿
経
等
也

漸
教

横
出

正
雑
定
散
他
力
中

之
自
力
菩
提
心

・
・
浄
土
胎
宮
辺
地
懈
慢

之
往
生
也

易
行
道
、
浄
土
要
門
、
無
量
寿
仏
観

経
之
意
、
定
散
三
福
九
品
之
教
也

（
赤
沼
智
善
・
山
辺
習
学
『
教
行
信
証
講
義
』
第
二
巻
、
無
我
山
房
、
一
九
一
四
年
、
三
八
一
頁
の
挿
図
。
な
お
、
当
巻
と
は
「
信
巻
」
と
の
こ
と
）

　
一
つ
目
は
竪
と
横
、
聖
道
門
と
浄
土
門
と
の
視
点
か
ら
二
双
四
重
の
教
相
判
釈
を
理
解
し
て
い
こ
う
と
す
る
図
、
二
つ
目
は
「
信
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巻
」
と
『
愚
禿
鈔
』
か
ら
理
解
し
て
い
こ
う
と
す
る
図
、
と
形
式
は
異
な
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
示
す
と
こ
ろ
は
要
点
を
掴
ん
で
お

り
、
我
々
の
理
解
の
一
助
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
簡
潔
で
は
あ
る
が
十
分
に
足
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
さ
て
次
に
、
二
双
四
重
の
教
相
判
釈
そ
れ
ぞ
れ
の
語
句
に
関
し
て
の
語
源
を
確
認
し
た
い
。「
竪
超
」「
竪
出
」「
横
超
」「
横
出
」
な

ど
の
語
句
は
親
鸞
独
自
の
発
案
と
見
る
見
解

（
4
（

も
あ
る
。
だ
が
ま
ず
は
、
横
出
と
竪
出
に
つ
い
て
、
多
く
の
先
行
研
究
な
ど
に
も
解
説
の

あ
る
、『
嘆
徳
文
』
を
確
認
す
る
と
、

兼
て
は
ま
た
択
瑛
法
師
の
釈
義
に
就
い
て
、
横
竪
二
出
の
名
を
摸
す
と
い
え
ど
も
、
宗
家
大
師
の
祖
意
を
探
り
て
、
巧
み
に
横
竪

二
超
の
差
を
立
つ
。
彼
此
助
成
し
て
権
実
の
教
旨
を
標
し
、
漸
頓
分
別
し
て
長
短
の
修
行
を
弁
ず
。
他
人
の
未
だ
之
を
談
ぜ
ず
、

我
が
師
独
り
之
を
存
す

（
５
（

と
、
著
者
で
あ
る
存
覚
の
意
に
反
し
て
、
択
瑛

（
６
（

に
は
横
出
と
竪
出
と
の
記
載
の
あ
る
こ
と

（
７
（

が
分
る
。
そ
し
て
、
ま
た
こ
れ
も
有
名
な
話

で
あ
る
が
、
横
超
に
つ
い
て
は
、
善
導
の
『
帰
三
宝
偈
』
も
し
く
は
『
観
経
疏
』
冒
頭
の
「
十
四
行
偈
」
に
は
、

共
発
金
剛
志
　
横
超
断
四
流
　
願
入
弥
陀
界
　
帰
依
合
掌
礼

（
共
に
金
剛
の
志
を
発
し
て
　
横
に
四
流
を
超
断
し
、
弥
陀
界
に
願
入
し
て
、
帰
依
し
合
掌
し
礼
し
た
て
ま
つ
れ

（
８
（

（

と
、
横
超
の
語
の
記
述
そ
の
ま
ま
に
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
他
方
、『
大
経
』
に
於
い
て
は
、

必
得
超
絶
去
、
往
生
安
養
国
。
横
截
五
悪
趣
、
悪
趣
自
然
閉
。

（
必
ず
超
絶
し
て
去
る
こ
と
を
得
て
、
安
養
国
に
往
生
せ
よ
。
横
に
五
悪
趣
を
截
り
て
、
悪
趣
自
然
に
閉
じ
ん

（
９
（

（

と
の
記
述
を
横
超
の
典
拠
と
見
る
見
解
も
あ
る
。
こ
れ
ら
親
鸞
に
と
っ
て
重
要
な
『
大
経
』
や
善
導
に
よ
る
記
述
の
影
響
は
確
か
に
説
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得
力
の
あ
る
見
解
で
あ
り
、
こ
の
影
響
下
に
親
鸞
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
首
肯
で
き
る
。

　
説
得
力
を
持
つ
こ
れ
ら
三
つ
の
語
源
に
比
し
て
、
か
た
や
、
竪
超
に
つ
い
て
は
、

択
瑛
は
こ
の
二
つ
（
横
出
・
竪
出
　
筆
者
注
（
だ
け
い
う
た
の
で
す
。
そ
し
て
善
導
大
師
が
こ
ん
ど
横
超
断
四
流
と
い
う
て
、
横

超
と
い
う
こ
と
を
こ
こ
に
い
わ
れ
た
。
そ
う
す
る
と
竪
の
方
、
横
の
方
が
二
つ
だ
か
ら
し
て
、
こ
っ
ち
の
方
も
も
う
一
つ
い
わ
れ

る
。
そ
れ
で
竪
超
と
い
う
。（
中
略
（
そ
れ
で
こ
の
横
竪
と
い
う
言
葉
は
、
択
瑛
師
の
言
薬
な
の
で
す
。
そ
れ
を
受
け
て
善
導
大

師
が
横
超
断
四
流
と
い
わ
れ
た
か
ら
、
そ
れ
を
対
照
す
る
と
も
う
一
つ
こ
こ
に
竪
超
と
い
う
の
が
い
い
得
る
か
ら
、
そ
れ
で
こ
の

二
双
四
重
と
い
う
教
判
が
こ
こ
に
で
て
き
た
わ
け
で
す

（
10
（

。

と
、
既
存
の
横
出
・
竪
出
・
横
超
、
こ
れ
ら
三
つ
か
ら
の
類
推
に
よ
り
竪
超
が
考
案
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
の
見
解
が
あ
る
。
だ

が
、
西
村
慶
哉

（
11
（

の
研
究
に
よ
れ
ば
、「
横
超
」「
竪
超
」
の
名
目
は
法
然
の
上
に
も
語
ら
れ
た
相
承
の
義
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
西
村
は
、
聖
道
門
内
を
漸
頓
に
分
判
す
る
こ
と
や
浄
土
門
内
を
自
力
他
力
に
分
判
す
る
考
え
方
は
親
鸞
以
外
の
法
然
門
下

に
も
見
ら
れ
る
と
述
べ
る
。
更
に
、
横
出
の
位
置
付
け
が
親
鸞
の
教
義
に
お
け
る
独
自
性
で
あ
る
と
主
張
し
つ
つ
、
具
体
的
に
は
一
念

義
幸
西
・
鎮
西
派
良
忠
な
ど
の
事
例
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、「
隆
寛
は
『
極
楽
浄
土
宗
義
』
の
中
で
、
念
仏
に
自
力
他
力
の
別
が
あ
る

（
12
（

」

と
論
述
し
、
二
双
四
重
の
教
相
判
釈
は
証
空

（
13
（

の
『
玄
義
分
自
筆
抄
』
で
の
横
超
断
四
流
の
釈
で
の
構
造
に
近
似
し
て
い
る
と
述
べ
て
い

る
（
14
（

。
　
筆
者
は
二
双
四
重
の
教
相
判
釈
の
記
載
が
あ
る
『
教
行
信
証
』
や
『
愚
禿
鈔
』
の
正
確
な
著
作
時
期
、
さ
ら
に
上
記
し
た
法
然
門
下

に
よ
る
著
作
の
制
作
時
期
を
特
定
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
事
の
前
後
関
係
は
分
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
親
鸞
に
直
接
こ
れ
ら
の
法



七
八

松
　
山
　
　
　
大

然
門
下
が
影
響
を
与
え
て
い
た
か
、
も
し
く
は
逆
に
親
鸞
が
こ
れ
ら
に
影
響
を
与
え
て
い
た
か
、
ま
た
は
法
然
門
下
は
多
少
の
違
い
は

あ
る
も
の
の
大
枠
で
見
れ
ば
統
一
的
に
同
じ
見
解
で
あ
っ
た
の
か
、
筆
者
に
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
だ
が
、
法
然
門
下
に
は
親
鸞
と
類

似
す
る
経
の
理
解
の
仕
方
が
さ
ま
ざ
ま
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
こ
の
先
行
研
究
か
ら
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
こ
で
試
み
に
「
竪
超
」
な
る
語
を
他
に
求
め
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
15
（

」
に
よ
り
調
査
し
て
み
る

こ
と
と
し
た
。
す
る
と
、
幾
つ
か
の
論
書
に
竪
超
の
語
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
親
鸞
に
よ
る
著
作
の
ほ
か
に
、『
中
観
論

疏
』（
吉
蔵
撰
（、『
十
二
門
論
疏
』（
同
前
（、『
念
仏
鏡
』（
道
鏡
集
（、『
金
光
明
最
勝
王
経
玄
枢
』（
願
曉
等
集
（、『
観
経
疏
伝
通
記
』

（
良
忠
述
（、『
三
論
玄
義
検
幽
集
』（
澄
禅
撰
（、『
三
論
興
縁
』、『
大
日
経
教
主
本
地
加
持
分
別
』（
杲
宝
撰
（、『
心
月
輪
秘
釈
』（
覚
鑁

撰
（、『
悉
曇
蔵
』（
安
然
撰
（、『
悉
曇
略
図
抄
』（
了
尊
撰
（
で
あ
る
。
上
記
の
中
で
も
西
村
の
指
摘
し
て
い
る
良
忠
の
『
観
経
疏
伝
通

記
』
を
確
認
す
れ
ば
、

横
者
対
竪
。
超
対
次
第
。（
横
は
竪
に
対
す
る
。
超
は
次
第
に
対
す
る

（
16
（

。（

と
あ
る
。
確
か
に
二
双
四
重
の
教
相
判
釈
と
良
忠
の
思
索
と
の
類
似
性
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
た
と
え
ば
、『
念
仏

鏡
』
を
あ
げ
る
と
、

又
准
群
疑
論
中
説
。
淨
土
竪
超
三
界
。
横
截
五
道
。
一
得
往
生
。
更
不
墮
三
界
牢
獄
。
直
至
無
上
菩
提
。
故
知
弥
陀
淨
土
定
離
三

界
。
不
在
三
界
之
中
。

（
又
群
疑
論
の
中
の
説
に
准
じ
、
淨
土
、
三
界
を
竪
に
超
え
。
横
に
五
道
を
截
る
。
一
に
往
生
を
得
れ
ば
更
に
三
界
の
牢
獄
に
墮

さ
ず
。
直
に
無
上
菩
提
に
至
る
。
故
に
知
る
。
弥
陀
の
浄
土
定
ん
で
三
界
を
離
れ
て
三
界
の
中
に
在
ら
ざ
る
こ
と
を

（
17
（

（
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と
あ
る
。
一
概
に
こ
れ
ら
の
論
書
各
々
と
親
鸞
の
二
双
四
重
の
教
相
判
釈
と
の
関
係
性
を
見
つ
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
無
関
係

と
も
言
い
難
い
内
容
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
竪
超
を
も
含
め
て
二
双
四
重
の
教
相
判
釈
に
お
け
る
各
語
は
、
意
義
付
け
は
別
と
し
て

も
、
親
鸞
に
よ
る
の
で
は
な
い
と
の
判
断
を
追
認
す
る
ほ
う
が
妥
当
と
考
え
る
。

二
　
竪
超
と
竪
出
の
分
か
れ
目

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
横
超
と
横
出
の
違
い
に
つ
い
て
筆
者
は
様
々
に
聞
い
て
き
た
。
本
稿
読
者
諸
氏
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た

め
こ
れ
ら
の
異
な
り
の
説
明
に
つ
い
て
も
先
行
研
究
に
任
せ
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。
だ
が
他
方
で
、
竪
超
と
竪
出
の
具
体
的
な
違
い
は

抽
象
的
な
学
び
し
か
な
い
。
す
な
わ
ち
、
竪
と
は
自
力
で
あ
り
、
超
は
即
時
、
出
は
漸
次
と
の
了
解
で
あ
る
。
あ
ま
り
具
体
的
な
説
明

と
は
言
え
な
い
。
さ
て
、『
末
灯
鈔
』
に
は
、

聖
道
と
い
う
は
、
す
で
に
仏
に
な
り
た
ま
え
る
ひ
と
の
、
わ
れ
ら
が
こ
こ
ろ
を
す
す
め
ん
が
た
め
に
、
仏
心
宗
・
真
言
宗
・
法
華

宗
・
華
厳
宗
・
三
論
宗

（
18
（

等
の
大
乗
至
極
の
教
な
り
。
仏
心
宗
と
い
う
は
、
こ
の
世
に
ひ
ろ
ま
る
禅
宗
こ
れ
な
り
。
ま
た
、
法
相

宗
（
19
（

・
成
実
宗

（
20
（

・
倶
舎
宗

（
21
（

等
の
権
教
、
小
乗
等
の
教
な
り
。
こ
れ
み
な
聖
道
門
な
り
。
権
教
と
い
う
は
す
な
わ
ち
、
す
で
に
仏
に
な

り
た
ま
え
る
仏
・
菩
薩
の
、
か
り
に
さ
ま
ざ
ま
の
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
て
す
す
め
た
ま
う
が
ゆ
え
に
、
権
と
い
う
な
り

（
22
（

と
あ
る
。
こ
こ
に
記
載
の
あ
る
仏
心
宗
か
ら
倶
舎
宗
・
小
乗
等
ま
で
の
聖
道
門
と
は
、
南
都
六
宗
か
ら
律
宗
を
除
き
、
平
安
仏
教
で
あ

る
天
台
宗
と
真
言
宗
を
加
え
、
こ
れ
に
禅
宗
と
小
乗
等
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
竪
出
は
長
時
間
、
竪
超
は
即
時
に
悟
り
を
開
く
と
親
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松
　
山
　
　
　
大

鸞
は
了
解
を
述
べ
る
が
、
竪
超
と
竪
出
の
異
な
り
は
何
を
判
断
材
料
と
し
て
区
別
し
て
い
た
か
、
こ
の
こ
と
の
確
認
作
業
は
竪
超
を
よ

り
理
解
す
る
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
こ
で
、
親
鸞
の
著
作
に
こ
の
違
い
を
尋
ね
る
た
め
、
ま
ず
「
信
巻
」
菩
提
心
釈
を
確
認
す
る
と
、

「
竪
超
」・「
竪
出
」
は
権
実
・
顕
密
・
大
小
の
教
に
明
か
せ
り
。
歴
劫
迂
回
の
菩
提
心
、
自
力
の
金
剛
心
、
菩
薩
の
大
心
な
り

（
23
（

と
、
意
に
反
し
て
こ
こ
に
お
い
て
は
両
者
を
同
じ
分
類
と
し
て
扱
い
共
に
歴
劫
迂
回
で
あ
り
、
ま
た
自
力
の
金
剛
心
と
し
て
記
述
し
て

い
る
。

　
一
方
で
「
信
巻
」
横
超
断
四
流
釈
に
お
い
て
は
、

「
竪
超
」
は
、
大
乗
真
実
の
教
な
り
。「
竪
出
」
は
大
乗
権
方
便
の
教
、
二
乗
・
三
乗
迂
回
の
教
な
り

（
24
（

。

と
、
竪
超
は
真
実
の
教
え
と
定
義
す
る
も
、
竪
出
は
権
方
便
の
教
え
と
の
判
断
を
下
し
、
二
乗
・
三
乗
と
し
て
別
な
位
相
と
の
認
識
を

述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
迂
回
の
教
と
し
て
い
る
の
は
竪
出
の
み
で
あ
り
、
竪
超
に
つ
い
て
は
迂
回
と
は
判
断
し
て
い
な
い
。

　
ま
た
、『
愚
禿
鈔
』
で
も
、
竪
超
に
つ
い
て
、
ま
ず
大
乗
経
に
は
頓
教
と
漸
教
が
あ
り
、
頓
教
に
二
教
が
あ
り
、「
一
に
は
難
行
聖

道
の
実
教
な
り
。
い
わ
ゆ
る
仏
心
・
真
言
・
法
華
・
華
厳
等
の
教
な
り
」
と
具
体
名
を
示
し
て
実
教
と
し
、
同
様
に
、「
一
に
は
竪
超
　

即
身
是
仏
・
即
身
成
仏
等
の
証
果
な
り
」
と
即
の
証
と
説
示
す
る
。
竪
出
に
つ
い
て
は
「
一
に
は
難
行
道
聖
道
権
教
、
法
相
等
、
歴
劫

修
行
の
教
な
り
」
と
歴
劫
の
教
と
し
、
後
に
「
一
に
は
竪
出
　
聖
道
、
歴
劫
修
行
の
証
な
り
」
と
歴
劫
の
証
と
説
示
す
る
。
つ
ま
り

『
愚
禿
鈔
』
に
お
い
て
も
竪
超
は
実
教
で
竪
出
は
権
教
で
あ
り
、
時
間
的
差
異
が
あ
る
と
の
了
解
を
示
す
。
こ
の
違
い
は
ど
こ
か
ら
来

る
の
か
。
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こ
の
こ
と
に
つ
い
て
田
村
晃
祐
は
、

親
鸞
の
教
判
論
の
底
に
一
乗
道
は
直
道
で
あ
っ
て
超
の
道
・
真
実
の
教
で
あ
り
、
三
乗
中
の
大
乗
は
迂
廻
道
で
あ
っ
て
出
の
道
・

方
便
権
教
で
あ
る
。（
中
略
（
最
澄
の
一
乗
・
三
乗
に
関
す
る
考
え
方
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
て
親
鸞
は
、
天
台
宗
の
一

乗
思
想
を
底
に
し
な
が
ら
、
浄
土
門
・
聖
道
門
と
い
う
浄
土
教
の
概
念
を
そ
の
上
に
あ
て
は
め
な
が
ら
、
自
ら
の
教
判
論
を
構
成

し
て
い
っ
た

（
25
（

と
考
察
し
て
い
る
。
若
き
親
鸞
の
比
叡
山
で
の
天
台
宗
に
お
け
る
修
道
の
経
験
が
、
二
双
四
重
の
教
相
判
釈
に
影
響
を
与
え
た
と
田
村

は
考
察
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
筆
者
は
判
断
が
つ
か
な
い
。
さ
れ
ど
も
、
こ
の
見
解
の
眼
目
で
あ
る
、
親
鸞
の
認
識
に
お
い
て

即
時
か
漸
次
か
の
違
い
は
一
乗
思
想

（
26
（

か
二
乗
・
三
乗
思
想
か
の
違
い
、
と
の
説
に
は
賛
同
で
き
る
。
と
い
う
の
も
親
鸞
は
横
超
断
四
流

釈
で
、
上
述
の
と
お
り
竪
出
は
二
乗
三
乗
の
教
え
で
あ
る
と
確
か
に
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
行
巻
」
一
乗
海
釈
に
お
い
て
、

大
乗
は
、
二
乗
・
三
乗
あ
る
こ
と
な
し
。
二
乗
・
三
乗
は
、
一
乗
に
入
ら
し
め
ん
と
な
り
。
一
乗
は
す
な
わ
ち
第
一
義
乗
な
り
。

た
だ
こ
れ
、
誓
願
一
仏
乗
な
り

（
27
（

と
述
べ
て
大
乗
は
一
仏
乗
で
あ
り
二
乗
・
三
乗
は
方
便
の
働
き
で
あ
る
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
「
化
身
土
巻
」
真
仮
分
判
釈
に
お
い
て
、

横
超
と
は
、
本
願
を
憶
念
し
て
自
力
の
心
を
離
る
る
、
こ
れ
を
横
超
他
力
と
名
づ
く
る
な
り
。
こ
れ
す
な
わ
ち
専
の
な
か
の
専
、

頓
の
な
か
の
頓
、
真
の
な
か
の
真
、
乗
の
な
か
の
一
乗
な
り
。
こ
れ
す
な
わ
ち
真
宗
な
り

（
28
（

と
、
横
超
の
こ
と
を
一
乗
と
も
言
い
、
真
宗
で
あ
る
と
断
言
し
て
い
る
。
確
か
に
一
乗
と
二
乗
三
乗
と
の
異
な
り
が
即
時
と
漸
次
の
違

い
と
大
い
に
関
係
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
。
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た
だ
し
、
親
鸞
が
竪
超
に
分
類
し
た
宗
派
の
中
で
、
禅
宗
が
一
乗
思
想
に
該
当
す
る
か
筆
者
に
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、『
愚
禿
鈔
』
に
あ
る
、
即
身
成
仏

（
（2
（

は
密
教
独
自
の
成
仏
思
想
す
な
わ
ち
真
言
宗
（
真
言
密
教
）
の
教
義
で
あ
る
こ
と
と
同
じ
く
、

即
身
是
仏

（
（3
（

は
禅
の
教
え
を
表
わ
す
語
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
禅
宗
も
一
乗
思
想
と
親
鸞
は
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

『
愚
禿
鈔
』
に
記
載
の
あ
る
竪
超
の
教
え
と
竪
出
の
代
表
で
あ
ろ
う
法
相
等
は
二
乗
三
乗
と
並
び
、
最
澄
と
徳
一
の
間
で
行
わ
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
三
一
権
実
論
争
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
乗
思
想
を
批
判
し
た
法
相
宗
等
の
教
え
が
二
乗
三
乗
と
評
さ
れ
て
竪
出
と
認
識
さ
れ

て
い
た
と
し
て
不
思
議
で
は
な
い
。

　
浄
土
門
に
お
い
て
は
、
横
超
す
な
わ
ち
一
乗
思
想
が
他
力
を
獲
得
し
た
即
時
に
果
を
証
し
入
聖
す
る
の
に
対
し
て
、
横
出
は
胎
宮
・

辺
地
・
懈
慢
で
長
時
間
の
修
行
を
要
す
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
同
様
の
理
解
を
自
力
難
行
で
あ
る
竪
に
あ
て
は
め
れ
ば
、「
即
」
に

「
果
を
得
」
す
る
と
さ
れ
て
い
た
真
言
な
ど
を
一
乗
思
想
と
念
頭
に
置
く
こ
と
に
よ
り
竪
超
と
説
示
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に

対
し
て
い
た
法
相
等
の
三
乗
思
想
を
歴
劫
迂
回
と
了
解
し
竪
出
の
範
疇
に
入
れ
て
理
解
し
て
い
た
と
の
検
討
結
果
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
親
鸞
が
横
超
す
な
わ
ち
『
大
経
』
を
教
え
の
根
本
に
お
く
の
も
、
た
よ
る
べ
き
は
誓
願
一
仏
乗
と
の
確
信
か
ら
で
あ
る
。
一
乗
思
想

が
救
済
の
根
本
で
あ
る
こ
と
に
反
論
は
な
い
。
こ
れ
に
相
対
し
て
い
た
二
乗
・
三
乗
思
想
を
迂
回
の
法
と
認
識
す
る
こ
と
も
同
意
で
き

る
。
こ
の
た
め
竪
超
と
竪
出
の
教
え
を
区
別
す
る
基
準
で
あ
る
、
即
と
迂
回
の
違
い
も
一
乗
と
二
乗
・
三
乗
と
し
て
分
け
た
と
理
解
で

き
る
の
で
あ
る
。



八
三

二
双
四
重
の
教
相
判
釈
に
お
け
る
竪
超
に
つ
い
て
の
前
提
的
考
察

三
　
一
乗
に
つ
い
て
真
宗
の
視
点
か
ら
の
考
察

　
前
節
に
お
い
て
、
一
乗
の
教
え
で
あ
る
た
め
超
は
即
時
に
涅
槃
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
の
理
解
に
達
し
た
。
そ
の
上
で
、
竪
超

を
考
え
る
前
提
と
し
て
、
一
乗
に
つ
い
て
は
真
宗
の
視
点
か
ら
よ
り
詳
し
く
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
親
鸞
が
一
乗
に
つ
い
て
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
の
は
「
行
巻
」
一
乗
海
釈
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
に
も
本
願
念
仏
を
「
一
乗

究
竟
の
極
説

（
（3
（

」「
円
頓
一
乗

（
（3
（

」
等
と
い
い
、
ま
た
「
真
如
一
実
功
徳
宝
海

（
（3
（

」
と
も
解
釈
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
重
釈
要
義
の
一
つ
と

し
て
、
一
乗
海
を
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
絶
対
他
力
の
教
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
乗
海
と
は
、
前
に
行

の
一
念
釈
に
、「
大
利
無
上
は
一
乗
真
実
の
利
益
な
り

（
（3
（

」
と
示
し
、
ま
た
引
文
の
結
釈
に
は
、「
み
な
同
じ
く
斉
し
く
選
択
の
大
宝
海
に

帰
し
て
、
念
仏
成
仏
す
べ
し

（
（3
（

」
と
あ
る
の
を
承
け
て
「
行
巻
」
の
要
義
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
大
行
が
一
乗
真
実
の
教
で
あ
る
こ
と
を
説

い
て
い
る

（
（3
（

と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
一
乗
海
釈
を
ま
と
め
る
と
、「
阿
弥
陀
に
よ
る
救
い
で
あ
る
浄
土
門
が
一
乗
で
あ
り
大
乗
で
あ
り
、
そ
の
外
に
一
乗
と
名
づ
け

ら
れ
て
い
る
も
の
は
方
便
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
果
た
し
て
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
か
。

　
上
記
の
解
釈
は
、
真
宗
が
宗
教
で
あ
り
仏
教
で
あ
る
と
い
う
立
場
に
た
て
ば
当
然
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
法
然
に
よ

る
廃
立
と
い
う
考
え
に
対
す
る
、
親
鸞
の
顕
彰
隠
密
と
い
う
考
え
方
が
親
鸞
の
特
徴
で
あ
る
と
い
う
立
場
に
た
つ
時
も
同
様
に
妥
当
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
で
は
宗
派
我
が
極
大
化
し
て
い
る
と
の
指
摘
は
免
れ
な
い
。
と
同
時
に
他
の
宗
派
と
は
争
い
と
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な
り
、
わ
が
宗
可
愛
し
と
い
っ
た
不
毛
な
論
争
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
。

　
大
胆
で
は
あ
る
が
、
筆
者
は
一
乗
に
つ
い
て
、
親
鸞
が
法
華
も
華
厳
も
念
仏
も
、
一
乗
す
な
わ
ち
真
実
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
提
起
し
て
み
た
い
。
と
い
う
の
も
筆
者
は
親
鸞
が
よ
り
広
い
観
点
か
ら
仏
教
を
了
解
し
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

勿
論
、
一
乗
と
い
う
語
の
う
ち
「
一
」
は
二
つ
並
ぶ
こ
と
を
嫌
う
語
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
星
野
元
豊
が
指
摘

（
（3
（

し
て

い
る
よ
う
に
、

「
横
超
」
と
は
、
本
願
を
憶
念
し
て
自
力
の
心
を
離
る
る
、
こ
れ
を
「
横
超
他
力
」
と
名
づ
く
る
な
り
。
こ
れ
す
な
わ
ち
専
の
中

の
専
、
頓
の
中
の
頓
、
真
の
中
の
真
、
乗
の
中
の
一
乗
な
り
、
こ
れ
す
な
わ
ち
真
宗
な
り
。
す
で
に
「
真
実
行
」
の
中
に
顕
し
畢

り
ぬ

（
38
（

。

と
、「
化
身
土
巻
」
に
親
鸞
が
説
明
し
て
い
る
こ
と
も
理
解
し
て
の
上
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
が
法
華
や
華
厳
を
救
わ
れ
な
い

法
で
あ
り
浄
土
門
の
み
が
一
乗
で
あ
る
と
親
鸞
が
了
解
し
て
い
る
こ
と
の
根
拠
と
す
る
の
は
、
先
述
の
と
お
り
宗
派
我
が
強
す
ぎ
る
と

考
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
山
辺
・
赤
沼

（
（3
（

が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
親
鸞
が
『
愚
禿
鈔
』
で
述
べ
て
い
る
、

　
大
乗
教
に
つ
い
て
、
二
教
あ
り
。
一
に
は
頓
教
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
に
は
漸
教
な
り
。
頓
教
に
つ
い
て
、
ま
た
二
教
二
超
あ
り
。

　
二
教
と
は
、
一
に
は
難
行
　
聖
道
の
実
教
な
り
。
い
わ
ゆ
る
仏
心
・
真
言
・
法
華
・
華
厳
等
の
教
な
り
。

　
　
　
　
　
　
二
に
は
易
行
　
浄
土
本
願
真
実
の
教
、『
大
無
量
寿
経
』
等
な
り

（
（4
（

。

と
、
頓
漸
、
竪
横
、
超
出
と
い
う
よ
う
に
程
度
の
差
は
あ
る
が
こ
れ
ら
は
皆
、
大
乗
教
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
一
乗
で
あ
る
と
し
て
い
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双
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お
け
る
竪
超
に
つ
い
て
の
前
提
的
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る
事
実
は
代
え
難
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
念
仏
の
法
以
外
を
方
便
で
あ
り
、
弘
願
に
引
き
入
れ
る
た
め
の
も
の
と
考
え
る
の
は
、

元
照
律
師
の
云
わ
く
、
あ
る
い
は
こ
の
方
に
し
て
惑
を
破
し
真
を
証
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
自
力
を
運
ぶ
が
ゆ
え
に
、
大
小
の
諸
経

に
談
ず
。
あ
る
い
は
他
方
に
往
き
て
法
を
聞
き
道
を
悟
る
は
、
須
ら
く
他
力
を
憑
む
べ
き
が
ゆ
え
に
、
往
生
浄
土
を
説
く
。
彼
・

此
異
な
り
と
い
え
ど
も
、
方
便
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
な
し
、
自
心
を
悟
ら
し
め
ん
と
な
り
、
と
。
已
上

（
41
（

と
、
一
乗
海
釈
直
前
で
元
照
律
師
の
『
観
経
義
疏
』
の
文
を
親
鸞
が
あ
え
て
引
用
し
た
意
図
を
無
視
す
る
行
為
で
あ
ろ
う
。
こ
の
引
用

文
の
意
義
は
星
野
に
よ
れ
ば
「
仏
教
の
根
本
思
想
で
あ
り
、
他
力
も
結
局
は
自
身
の
仏
性
を
悟
ら
し
め
ん
た
め
の
方
便
で
あ
り
、
自
力

と
い
い
他
力
と
い
う
も
根
本
は
大
涅
槃
に
到
達
す
る
た
め
の
実
践
の
違
い
で
し
か
な
い
の
で
あ
る

（
（4
（

」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
他
力
の
み
が
良
い
と
い
う
前
提
を
翻
し
、
華
厳
も
法
華
も
念
仏
も
良
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
は
、
残
念
な
が

ら
、
問
題
が
残
っ
て
し
ま
う
。
全
て
良
い
と
し
て
も
、
全
て
を
信
じ
る
こ
と
は
一
乗
の
「
一
」
に
反
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
当
然
一

人
の
人
間
が
あ
れ
も
こ
れ
も
信
じ
る
こ
と
が
可
能
と
い
う
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
破
綻
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
一
」
の
内
実
は
そ
の
機
そ
の
機
の
自
覚
に
お
い
て
、
個
別
に
救
わ
れ
る
「
一
」
つ
の
法
が
開
け
て
く
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
換
言
す
れ
ば
、
救
わ
れ
る
と
は
そ
の
個
人
の
内
面
に
お
け
る
自
覚
で
あ
り
、
聖
道
門
に
お
け
る
修
行
が
相
応
す
る
人
に
は
聖
道
門

の
修
行
が
最
適
で
あ
り
、
難
行
は
無
理
で
あ
る
と
自
覚
で
き
る
人
に
は
易
行
に
よ
る
救
済
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
親
鸞

一
人
が
た
め

（
（4
（

」
と
の
自
覚
に
至
れ
ば
弥
陀
の
法
が
最
善
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
「
有
縁
の
法
に
よ

（
（4
（

」
る
場
合
も
あ
る
が
、
親
鸞
が
善

導
か
ら
継
承
し
た
教
え
は
有
縁
の
法
に
こ
そ
救
わ
れ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
こ
の
後
に
解
釈
を
記
述
し
、
親
鸞
が
盛
ん
に
使
用
す
る
一
乗
海
の
「
海
」
の
意
義
に
も
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
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大

る
。
仏
の
教
の
う
ち
で
も
大
乗
は
非
仏
説
と
い
う
批
判
は
あ
る
も
の
の
、
形
態
が
ど
う
で
あ
れ
仏
教
は
釈
迦
の
教
え
と
い
う
体
裁
を
持

つ
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
源
に
返
れ
ば
そ
の
目
的
は
衆
生
の
救
済
で
あ
る
。
機
は
法
の
良
否
に
つ
い
て
言
及
す
べ
き
能
力
は
持
た
な
い
。

機
は
そ
の
自
覚
に
お
い
て
自
ら
に
相
応
す
る
法
が
在
る
こ
と
を
喜
び
、
頂
く
存
在
で
あ
り
、
ど
の
法
に
よ
っ
て
生
き
る
か
は
そ
の
遇
縁

と
自
覚
に
よ
る
と
筆
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
結
果
、
一
乗
に
つ
い
て
論
議
す
る
こ
と
よ
り
も
、
自
己
に
相
応
す
る
法
を
探
す
よ
り
も
、
自
己
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
探
求

し
た
そ
の
先
に
、
全
て
の
人
に
平
等
に
与
え
ら
れ
た
相
応
し
い
教
と
し
て
の
誓
願
一
仏
乗
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
の
が
親
鸞
で
あ

る
。
そ
の
発
露
が
一
乗
釈
最
後
の
一
文
「
た
だ
こ
れ
誓
願
一
仏
乗
な
り
」
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
一
乗
の
法
と
は
直
接
関
係
な
い
も
の
の
、
さ
ら
に
補
記
し
た
い
の
は
、
厳
密
な
教
相
判
釈
で
は
な
く
、
二
双
四
重
を
扱
う
先
行

研
究
で
も
見
か
け
な
い
『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
も
具
体
的
な
指
摘
が
あ
り
、

「
教
有
漸
頓
」
と
い
う
は
、
衆
生
の
根
性
に
し
た
ご
う
て
仏
教
に
漸
頓
あ
り
と
な
り
。
漸
は
、
よ
う
や
く
仏
道
を
修
し
て
、
三

祇
・
百
大
劫
を
へ
て
仏
に
な
る
な
り
。
頓
は
、
こ
の
娑
婆
世
界
に
し
て
、
こ
の
み
に
て
た
ち
ま
ち
に
仏
に
な
る
と
も
う
す
な
り
。

こ
れ
す
な
わ
ち
仏
心
・
真
言
・
法
華
・
華
厳
等
の
さ
と
り
を
ひ
ら
く
な
り
。「
機
有
奢
促
者
」
と
い
う
は
、
機
に
奢
促
あ
り
。
奢

は
お
そ
き
こ
こ
ろ
な
る
も
の
あ
り
。
促
は
と
き
こ
こ
ろ
な
る
も
の
あ
り
。
こ
の
ゆ
え
に
「
行
有
難
易
」
と
い
う
は
、
行
に
つ
き
て

難
あ
り
、
易
あ
り
と
な
り
。
難
は
聖
道
門
、
自
力
の
行
な
り
。
易
は
浄
土
門
、
他
力
の
行
な
り
。「
当
知
聖
道
諸
門
漸
教
也
」
と

い
う
は
、
す
な
わ
ち
難
行
な
り
、
ま
た
漸
教
な
り
と
し
る
べ
し
と
な
り
。「
浄
土
一
宗
者
」
と
い
う
は
頓
教
な
り
。
ま
た
易
行
な

り
と
し
る
べ
し
と
な
り
。「
所
謂
真
言
・
止
観
之
行
」
と
い
う
は
、
真
言
は
密
教
な
り
、
止
観
は
法
華
な
り
。「
獼
猴
情
難
学
」
と
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い
う
は
、
こ
の
世
の
人
の
こ
こ
ろ
を
さ
る
の
こ
こ
ろ
に
た
と
え
た
る
な
り
。
さ
る
の
こ
こ
ろ
の
ご
と
く
さ
だ
ま
ら
ず
と
な
り
。
こ

の
ゆ
え
に
真
言
・
法
華
の
行
は
修
し
が
た
く
行
じ
が
た
し
と
な
り
。「
三
論
法
相
之
教
牛
羊
眼
易
迷
」
と
い
う
は
、
こ
の
世
の
仏

法
者
の
ま
な
こ
を
、
う
し
、
ひ
つ
じ
の
ま
な
こ
に
た
と
え
て
、
三
論
・
法
相
宗
等
の
聖
道
自
力
の
教
に
は
ま
ど
う
べ
し
と
の
た
ま

え
る
な
り

（
（4
（

。

と
、
純
粋
に
経
の
教
相
判
釈
よ
り
も
む
し
ろ
、
法
と
機
と
の
両
者
の
関
係
を
現
実
に
即
し
て
個
別
に
判
断
し
、
総
合
的
に
真
宗
の
優
位

性
を
解
説
す
る
親
鸞
の
姿
が
垣
間
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
聖
道
門
の
教
え
自
体
の
否
定
は
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
時

機
を
考
慮
に
入
れ
る
と
こ
こ
で
の
要
は
、
時
機
と
あ
わ
な
い
た
め
に
、
聖
道
の
教
え
は
現
実
に
は
方
便
と
し
て
機
能
し
、
そ
れ
を
受
け

る
機
が
現
実
と
し
て
念
仏
門
に
は
い
る
こ
と
を
否
定
し
な
い
。
だ
が
、
竪
超
の
法
の
真
実
性
も
否
定
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
第
一
節
で
二
双
四
重
の
概
略
を
確
認
し
、
こ
の
教
相
判
釈
に
登
場
す
る
語
源
に
つ
い
て
先
行
研
究
に
従
い
な
が
ら
考
察

し
、「
竪
超
」
と
い
う
語
も
親
鸞
の
発
揮
で
は
な
い
と
の
理
解
に
繋
が
っ
た
。
第
二
節
で
も
先
行
研
究
に
導
か
れ
、
竪
超
と
竪
出
の
違

い
を
単
純
に
即
時
と
長
時
間
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
認
識
か
ら
、
一
乗
と
二
乗
三
乗
の
異
な
り
に
よ
り
親
鸞
は
区
別
を
し
て
い
た
と
考
え

る
所
と
な
っ
た
。
第
一
節
第
二
節
と
も
に
先
行
研
究
に
準
じ
る
考
察
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
両
節
と
も
に
先
行
研
究
で
の
結
論
が
現
在

で
も
一
般
化
し
て
い
る
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
筆
者
の
考
察
は
こ
れ
を
追
認
す
る
形
と
な
っ
た
が
、
各
々
の
先
学
と
は
別
視
点
か
ら
の
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大

考
察
過
程
の
提
供
は
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
第
三
節
に
お
い
て
は
第
二
節
の
な
か
で
も
、
竪
超
を
考
察
す
る
際
に
重
要
と
な

る
一
乗
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
こ
こ
で
は
一
乗
海
釈
を
先
学
の
解
釈
を
参
考
に
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
視
線
か
ら
検
討
し
、

有
縁
の
法
に
よ
る
自
覚
が
重
要
と
の
結
論
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
真
宗
は
選
択
本
願
以
外
の
教
え
は
仮
門
で
あ
り
真
宗
の
教
え
を
知
ら
せ
る
た
め
の
方
便
と
す
る
考
え
方
は
、
真
宗
学
の

常
識
と
し
て
是
認
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
「
は
じ
め
に
」
冒
頭
に
お
け
る
筆
者
の
関
心
事
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
は

一
旦
立
ち
止
ま
る
べ
き
と
思
い
、
本
稿
に
於
い
て
考
え
て
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
の
中
心
が
第
三
節
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

確
認
と
考
察
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
向
後
、
親
鸞
の
述
べ
る
竪
超
に
関
す
る
検
討
を
し
た
い
。
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註

（
１
（　
天
台
宗
で
、
釈
迦
一
代
の
教
説
を
段
階
的
に
区
別
し
た
も
の
。
時
期
的
展
開
と
し
て
区
分
し
た
五
時
教
と
、
教
化
の
形
式
に
よ
る
分
類
で
あ
る

化
儀
の
四
教
、
内
容
に
よ
る
分
類
で
あ
る
化
法
の
四
教
と
の
総
体
。
伝
統
説
で
は
、
智
者
大
師
智
顗
が
立
て
た
と
す
る
。（『
精
選
版
日
本
国
語

大
辞
典
』
よ
り
（。

（
２
（
　
華
厳
宗
の
法
蔵
が
、
釈
迦
一
代
の
教
説
を
、
深
浅
や
難
易
の
度
合
に
よ
っ
て
整
理
し
た
教
判
。
小
乗
教
・
大
乗
始
教
・
大
乗
終
教
・
頓
教
・

円
教
の
五
教
と
、
我
法
倶
有
宗
・
法
有
我
無
宗
・
法
無
去
来
宗
・
現
通
仮
実
宗
・
俗
妄
真
実
宗
・
諸
法
但
名
宗
（
以
上
小
乗
（、
一
切
皆
空
宗

（
大
乗
始
教
（・
真
徳
不
空
宗
（
大
乗
終
教
（・
相
想
倶
絶
宗
（
大
乗
頓
教
（・
円
明
具
徳
宗
（
大
乗
円
教
（
の
十
宗
と
に
分
け
て
あ
る
。（『
前

同
』
よ
り
（。

（
３
（　『
東
本
願
寺
真
宗
聖
典
』（
以
下
『
聖
典
』（、
二
四
三
頁
。『
定
本
教
行
信
証
』（
以
下
『
定
本
』（、
一
四
一
頁
。

（
４
（
　
西
村
慶
哉
は
、「
存
覚
は
『
六
要
鈔
』（『
真
聖
全
』
二
・
二
九
三
頁
（『
嘆
徳
文
』（『
真
聖
全
』
三
・
六
六
二
頁
（
の
中
で
、
一
代
仏
教
を
「
横

超
」「
竪
超
」「
横
出
」「
竪
出
」
の
名
目
を
用
い
て
権
実
漸
頓
を
分
判
す
る
説
示
は
他
師
に
な
く
、
親
鸞
独
自
の
教
判
で
あ
る
と
述
べ
る
。
」
と

説
示
し
て
い
る
（
西
村
慶
哉
「
二
双
四
重
判
の
定
義
に
つ
い
て
」『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
六
三
巻
第
一
号
、
二
〇
一
四
年
、
一
一
八
頁
（。

（
５
（
　『
聖
典
』、
七
四
五
頁
。『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』（
以
下
は
『
定
親
全
』（
言
行
篇
（
二
（、
一
七
八
頁
。（
以
下
の
傍
線
は
強
調
の
た
め
筆
者
が

付
し
た
（。

（
６
（　
慶
暦
五
年
一
〇
四
五
～
元
符
二
年
一
〇
九
九
（
五
五
（。
中
国
宋
代
の
天
台
宗
の
僧
。（
中
略
（
寿
寧
寺
で
出
家
し
、
處
謙
に
師
事
し
た
。
楽

邦
文
類
に
掲
げ
る
弁
横
竪
二
出
文
は
親
鷺
の
二
隻
四
重
の
判
釈
の
参
考
と
な
っ
た
。（
真
宗
新
辞
典
編
纂
会
編
『
真
宗
新
辞
典
』
法
蔵
館
、

一
九
八
三
年
、
三
五
八
頁
よ
り
（。

（
７
（
　『
大
正
新
脩
大
藏
經
』（
以
下
は
『
大
正
藏
』（
第
四
七
巻
、
二
一
〇
頁
ａ
。
以
下
本
文
を
あ
げ
る
。
竪
出
者
。
聲
聞
修
四
諦
。
縁
覺
修
十
二
因

縁
。
菩
薩
修
六
度
萬
行
。
此
渉
地
位
。
譬
如
及
第
。
須
自
有
才
學
。
又
如
歴
任
轉
宮
。
須
有
功
効
。
横
出
者
。
念
佛
求
生
淨
土
。
譬
如
蔭
叙
。

功
由
祖
父
他
力
。
不
問
學
業
有
無
。
又
如
覃
恩
普
轉
。
功
由
國
王
。
不
論
歴
任
淺
深
。
於
横
出
中
。
有
定
散
二
善
。
故
善
導
和
尚
立
專
雜
二

修
。
雜
修
者
。
謂
散
漫
修
諸
善
業
。
迴
向
莊
嚴
也
。
專
修
者
。
身
須
專
禮
阿
彌
陀
佛
。
不
雜
餘
禮
。
口
須
專
稱
阿
彌
陀
佛
。
不
稱
餘
號
。
不
誦

餘
經
呪
。
意
須
專
想
阿
彌
陀
佛
。
不
修
餘
觀
。
若
專
修
者
。
十
即
十
生
百
即
百
生
。
若
雜
修
者
。
百
中
或
得
一
兩
人
生
。
千
中
或
得
三
五
人

生
。
今
見
世
人
。
有
一
日
禮
阿
彌
陀
佛
三
千
拜
者
。
日
稱
阿
彌
陀
佛
十
萬
聲
者
。
有
晝
夜
習
坐
專
想
阿
彌
陀
佛
者
。
並
有
感
應
。
斯
可
驗
也
。



九
〇

松
　
山
　
　
　
大

（
８
（　『
聖
典
』、
一
四
六
頁
。『
真
宗
聖
教
全
書
』
三
経
七
祖
部
、
四
四
一
頁
。

（
９
（　『
聖
典
』、
五
七
頁
。『
真
宗
聖
教
全
書
』
三
経
七
祖
部
、
三
一
頁
。

（
10
（　
三
木
照
国
『
教
行
信
証
講
義
　
信
末
・
証
』
永
田
文
昌
堂
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
〇
三
頁
。

（
11
（　
西
村
慶
哉
「
前
掲
書
」、
一
一
八
～
九
頁
。

（
12
（　「
前
同
」、
一
一
九
頁
。

（
13
（　
治
承
元
年
一
一
七
七
～
宝
治
元
年
一
二
四
七
（
七
一
（。
西
山
浄
土
宗
の
開
祖
。
善
恵
房
。
初
名

：

解
脱
房
。
諡

：

鑑
智
国
師
。（
中
略
（
一
四

歳
で
出
家
し
法
然
の
門
に
入
り
、
二
二
歳
で
円
頓
戒
を
う
け
た
。
法
然
の
選
択
集
の
撰
述
に
勘
文
の
役
を
つ
と
め
、
七
箇
条
起
請
文
の
四
番
目

に
署
名
す
る
な
ど
、
法
然
門
下
の
重
要
な
地
位
に
あ
っ
た
。
承
元
の
弾
圧
・
嘉
禄
の
弾
圧
に
蓮
座
し
た
が
、
い
ず
れ
も
と
り
な
し
が
あ
っ
て
免

が
れ
た
。
三
五
歳
ご
ろ
か
ら
法
華
・
台
密
を
学
び
、
主
に
九
条
道
家
・
西
園
寺
公
経
な
ど
の
貴
族
と
親
交
が
あ
っ
た
。
思
弁
的
な
独
自
の
教
学

を
立
て
、
は
じ
め
京
都
の
小
坂
（
東
山
安
井
付
近
（
に
住
し
た
の
で
、
そ
の
門
流
を
小
坂
義
と
呼
び
、
建
保
元
年
、
慈
円
か
ら
西
山
善
峰
寺

の
往
生
院
（
三
鈷
与
（
を
譲
ら
れ
て
住
し
た
の
で
、
西
山
義
と
呼
ぶ
。
著
書

：

観
経
疏
要
義
釈
観
門
義
紗
（
自
筆
鈔
（
、
観
経
疏
他
筆
紗
な
ど

（『
真
宗
新
辞
典
』、
二
〇
一
頁
よ
り
（。

（
14
（　
西
村
慶
哉
「
前
掲
書
」、
一
二
〇
頁
。

（
15
（　（h

ttp
s:/

/
21d

zk
.l.u

-to
k

y
o
.a

c.jp
/
S

A
T

/
（
な
お
、「
浄
土
宗
全
書
・
法
然
上
人
伝
全
集
検
索
シ
ス
テ
ム
」（h

ttp
:/

/
w

w
w

.jo
zen

sea
rch

.

jp
/
p
c/

in
d
ex

.p
h

p

（
で
も
調
査
し
た
所
、「
念
仏
鏡
」
の
ほ
か
に
、「
鎮
西
名
目
問
答
奮
迅
鈔
」（
妙
瑞
（、「
釈
浄
土
二
蔵
義
」（
聖
冏
（、「
大

原
談
義
選
要
抄
」、「
諸
家
念
仏
集
」（
懐
音
（
に
「
竪
超
」
の
文
字
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
16
（　『
大
正
藏
』
第
五
七
巻
、
五
〇
四
頁
ｂ
。

（
17
（　
道
鏡
集
『
念
仏
鏡
』『
大
正
藏
』
四
七
巻
、
一
三
〇
頁
ｂ
。
訓
読
は
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
『
念
仏
鏡
』
四
七
頁

（h
ttp

s:/
/
d
l.n

d
l.g

o
.jp

/
in

fo
:n

d
ljp

/
p
id

/
2
5
4
3
2
79

（
を
参
照
し
た
（
二
〇
二
二
年
三
月
二
〇
日
閲
覧
（。

（
18
（　
仏
教
の
一
宗
派
。
三
論
を
立
宗
の
基
礎
、
般
若
の
空
を
教
理
の
根
幹
と
す
る
。
龍
樹
と
そ
の
弟
子
提
婆
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
、
中
国
隋
代
に
吉

蔵
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
。
日
本
へ
は
六
二
五
年
吉
蔵
の
弟
子
、
高
麗
僧
慧
観
が
伝
え
、
元
興
寺
で
講
じ
た
。
法
孫
智
蔵
は
入
唐
後
、
法
隆
寺

で
弘
通
に
努
め
た
。
以
後
、
大
安
寺
、
西
大
寺
、
東
大
寺
南
院
を
中
心
に
栄
え
、
南
都
六
宗
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
ま
で
は
法
相
宗
の

一
部
に
命
脈
を
保
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
衰
退
し
て
い
る
。（『
百
科
事
典
マ
イ
ペ
デ
ィ
ア
』
よ
り
（。



九
一

二
双
四
重
の
教
相
判
釈
に
お
け
る
竪
超
に
つ
い
て
の
前
提
的
考
察

（
19
（　
仏
教
の
一
宗
派
。
奈
良
時
代
を
通
じ
て
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
南
都
六
宗
の
一
つ
。
解
深
密
経
・
瑜
伽
論
な
ど
を
も
と
に
、
万
有
は

唯
識
、
す
な
わ
ち
心
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
た
仮
の
存
在
に
す
ぎ
ず
、
識
以
外
の
実
在
は
な
い
と
し
、
万
法
の
諸
相
（
法
相
（
を
分

析
的
、
分
類
的
に
説
く
も
の
。
こ
の
学
は
玄
奘
に
よ
り
イ
ン
ド
か
ら
唐
に
も
た
ら
さ
れ
、
弟
子
の
慈
恩
大
師
窺
基
よ
り
一
宗
を
な
し
た
が
、
日

本
へ
は
白
雉
四
年
（
六
五
三
（
入
唐
し
た
元
興
寺
の
道
昭
以
後
、
伝
え
ら
れ
た
。
行
基
・
良
弁
な
ど
多
く
の
学
匠
を
生
み
、
ま
た
他
宗
の
学
徒

も
多
く
こ
れ
を
学
ん
だ
。
現
在
は
興
福
寺
・
薬
師
寺
（
法
隆
寺
は
一
八
八
三
年
聖
徳
宗
と
し
て
独
立
（
を
大
本
山
に
七
〇
余
の
末
寺
を
も
つ
の

み
で
あ
る
。
法
相
大
乗
。
唯
識
宗
。
ほ
う
そ
う
し
ゅ
う
。（『
精
選
版 

日
本
国
語
大
辞
典
』
よ
り
（。

（
20
（　
仏
教
の
一
派
で
、
南
都
六
宗
、
中
国
一
三
宗
の
一
つ
。
訶
梨
跋
摩
（
か
り
ば
つ
ま
（
の
著
わ
し
た
「
成
実
論
」
に
基
づ
き
、
万
物
は
す
べ
て

空
で
あ
り
、
無
で
あ
る
こ
と
を
悟
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
煩
悩
を
解
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
教
義
を
研
究
す
る
学
派
。
中
国
で
は
、
後
秦

の
義
熙
七
～
八
年
（
四
一
一
～
四
一
二
（、
鳩
摩
羅
什
が
漢
訳
し
、
弟
子
の
僧
叡
が
そ
れ
を
説
教
し
た
の
に
始
ま
り
、
そ
の
研
究
は
初
唐
ま
で

隆
盛
を
き
わ
め
た
。
日
本
で
は
三
論
宗
と
と
も
に
伝
え
ら
れ
、
東
大
寺
、
元
興
寺
、
大
安
寺
、
西
大
寺
な
ど
で
三
論
と
兼
学
さ
れ
た
が
、
南

都
六
宗
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
な
が
ら
独
立
の
教
団
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
成
実
。〔
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
（
一
三
一
一
（〕
※
歩
船
鈔

（
一
三
六
二
（
末
「
成
実
宗
は
倶
舎
と
同
じ
く
三
乗
の
道
位
を
あ
か
す
」（『
前
同
』
よ
り
（。

（
21
（　
南
都
六
宗
の
一
つ
。〈
倶
舎
論
〉
を
根
本
聖
典
と
し
、
唐
の
玄
奘
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
て
以
降
、
盛
ん
に
研
究
さ
れ
、
日
本
に
は
元
興
寺
開
祖
道

昭
（
六
六
一
年
帰
国
（
が
請
来
、
天
平
勝
宝
年
間
東
大
寺
に
お
い
て
当
宗
関
係
の
経
論
が
転
読
さ
れ
て
い
る
。
奈
良
時
代
以
降
は
法
相
宗
に
付

属
し
、
わ
ず
か
に
学
問
的
伝
統
が
伝
え
ら
れ
た
。（『
百
科
事
典
マ
イ
ペ
デ
ィ
ア
』
よ
り
（。

（
22
（　『
聖
典
』、
六
〇
一
頁
。『
定
親
全
』
書
簡
篇
、
六
一
～
二
頁
。

（
23
（　『
聖
典
』、
二
三
六
頁
。『
定
本
』、
一
三
三
頁
。

（
24
（　『
聖
典
』、
二
四
三
頁
。『
定
本
』、
一
四
一
頁
。

（
25
（　
田
村
晃
祐
「
親
鸞
の
一
乗
思
想
」『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
四
二
号
、
一
九
七
六
年
、
二
七
五
頁
。

（
26
（　「
一
」
は
唯
一
絶
対
の
真
実
、「
乗
」
は
乗
物
の
意
。
仏
語
。
世
の
す
べ
て
の
も
の
を
救
っ
て
、
悟
り
に
と
運
ん
で
い
く
教
え
。
法
華
一
乗
、
華

厳
一
乗
、
本
願
一
乗
な
ど
と
し
て
用
い
ら
れ
る
（『
精
選
版 

日
本
国
語
大
辞
典
』
よ
り
（。

（
27
（　『
聖
典
』、
一
九
六
～
七
頁
。『
定
本
』、
七
六
頁
。

（
28
（　『
聖
典
』、
三
四
一
～
二
頁
。『
定
本
』、
二
九
〇
頁
。



九
二

松
　
山
　
　
　
大

（
29
（　
人
間
が
現
世
で
受
け
た
肉
体
の
ま
ま
で
仏
と
な
る
こ
と
。
真
言
密
教
の
教
義
で
、
三
密
加
持
し
て
、
衆
生
が
仏
と
一
体
に
な
り
、
衆
生
の
本
来

有
し
て
い
る
仏
の
法
身
を
証
し
て
成
仏
す
る
こ
と
を
い
う
。
即
身
菩
提
。
即
就
仏
身
。〔
即
身
成
仏
義
（
八
二
三
～
八
二
四
頃
（（『
精
選
版 

日

本
国
語
大
辞
典
』
よ
り
（。

（
30
（　
衆
生
の
心
が
そ
の
ま
ま
仏
で
あ
る
こ
と
。
心
仏
一
体
で
差
別
の
な
い
こ
と
。
心
の
外
に
仏
は
な
く
、
心
と
仏
と
は
一
体
で
あ
る
こ
と
。
即
心
即

仏
。
是
心
是
仏
。
即
心
。（『
前
同
』
よ
り
（。

（
31
（　「
教
巻
」『
聖
典
』、
一
五
四
頁
。『
定
本
』、
一
五
頁
。

（
32
（　「
行
巻
」『
聖
典
』、
一
八
七
頁
。『
定
本
』、
六
三
頁
。

（
33
（　「
行
巻
」『
聖
典
』、
一
五
七
頁
。『
定
本
』、
一
七
頁
。

（
34
（　「
行
巻
」『
聖
典
』、
一
九
二
頁
。『
定
本
』、
七
〇
頁
。

（
35
（　「
行
巻
」『
聖
典
』、
一
八
九
頁
。『
定
本
』、
六
七
頁
。

（
36
（　
赤
沼
智
善
・
山
辺
習
学
『
教
行
信
証
講
義
』
第
一
巻
、
無
我
山
房
、
一
九
一
四
年
、
六
八
七
頁
参
照
。

（
37
（　
星
野
元
豊
『
講
解
教
行
信
証
』
教
巻
行
巻
、
法
蔵
館
、
一
九
九
四
年
、
三
七
四
頁
。
こ
こ
で
星
野
は
、
親
鸞
は
華
厳
な
ど
を
一
乗
と
認
め
又
聖

道
門
が
真
実
で
あ
っ
て
も
誓
願
一
仏
乗
へ
の
方
便
と
し
て
見
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

（
38
（　『
聖
典
』、
三
四
一
～
二
頁
。『
定
本
』、
二
九
〇
頁
。

（
39
（　
赤
沼
智
善
・
山
辺
習
学
「
前
掲
書
」、
六
九
五
頁
。

（
40
（　『
聖
典
』、
四
二
三
～
四
頁
。『
定
親
全
』
漢
文
篇
、
五
五
～
六
頁
。

（
41
（　『
聖
典
』、
一
九
六
頁
。『
定
本
』、
七
六
頁
。

（
42
（　
星
野
元
豊
「
前
掲
書
」、
三
七
一
頁
。

（
43
（　『
歎
異
抄
』『
聖
典
』、
六
四
〇
頁
。『
定
親
全
』
言
行
篇
、
三
七
頁
。

（
44
（　「
信
巻
」『
聖
典
』、
二
一
九
頁
。『
定
本
』、
一
〇
八
頁
。

（
45
（　『
聖
典
』、
五
二
八
～
九
頁
。『
定
親
全
』
和
文
篇
、
六
二
～
三
頁
。


